
育育英英大大学学ＧＧＰＰＡＡにに関関すするる規規則則

  (趣 旨） 

第１条 この規則は、育英大学履修規則（以下「履修規則」という。）第20条第２項の規定に基づ

き、育英大学（以下「本学」という。）における成績評価平均値（グレード・ポイント・アベレ

ージ。以下「ＧＰＡ」という。）の取扱いについて、必要な事項を定める。 

 （ＧＰの付与） 

第２条 履修規則第19条第１項の評価に対して次のとおり評価点（グレード・ポイント。 以下「Ｇ

Ｐ」という。）を付与し、履修科目のＧＰＡを算定する。 

 成績評価  Ｓ  Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ 

ＧＰ  ４  ３  ２  １  ０ 

 （ＧＰの対象科目） 

第３条 ＧＰの対象科目は、全ての授業科目とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号に掲げる科目は、ＧＰの対象外とする。 

(１) 学則第16条及び第17条の規定により、本学の授業科目の単位として認定された科目 

(２) 卒業要件の単位に算入しない科目（教員の免許状及び資格の取得を目的とする科目を除く。） 

(３) 評価が未確定又は保留の科目 

 （ＧＰＡの種類と算定方法） 

第４条 ＧＰＡは、当該学期における学修の状況及び成果を示す学期ＧＰＡと、在学中における全期

間の学修の状況及び成果を示す全期間ＧＰＡの２種類とする。 

２ 学期ＧＰＡと全期間ＧＰＡの算定方法は、次の各号に定めるところによるものとし、算出された

数値の小数点第３位以下を切り捨てる。 

（１）学期ＧＰＡ 

学期ＧＰＡ＝（当該学期に評価を受けた授業科目のＧＰ×当該科目の単位数）の 

  総和／当該学期に評価を受けた授業科目の総単位数 

（２）通算ＧＰＡ 

通算ＧＰＡ＝（在学全期間に評価を受けた授業科目のＧＰ×当該科目の単位数）の 

  総和／在学全期間に評価を受けた授業科目の総単位数 

 （ＧＰＡ算定期日の取扱い） 

第５条 ＧＰＡの算定は、学期ごとに指定された期日（原則として、前期にあっては９月１日、後期

にあっては３月１日とする。）までに確定した成績に基づいて行う。 

 （再履修の取扱い） 

第６条 再履修により単位を修得した授業科目については、再履修によって得た評価と単位数をＧＰ

Ａの算定に算入する。  

２ 前項の当該科目について、過去に得た評価及び単位数はＧＰＡの算定から除外しない。 

３ 第１項の規定は、学期ＧＰＡには適用しない。 

 （証明書への記載） 

第７条 ＧＰＡは、各種証明書には記載しない。ただし、学生から申請があった場合は、各種証明書

にＧＰＡを記載することができる。 
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 （規則の改廃） 

第８条 この規則の改廃は、教授会の議を経て、学長が行う。 

附 則 

この規則は、平成30年３月13日に制定し、平成30年４月１日から施行する。 
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